
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　
フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　
ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

　
◆
２
０
１
３
ビ
ュ
ー
テ
ィ

ー
＆
コ
キ
ー
ズ
演
奏
会

【
日
時
】
５
月
26
日
（
日
）

13
時
30
分
開
場
・
14
時
開
演

※

入
場
無
料

【
場
所
】
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

【
演
奏
曲
】
ふ
る
さ
と
の
四
季

（
全
12
曲
）
、
シ
ャ
ル
・
ウ

ィ
・
ダ
ン
ス
（
ピ
ア
ノ
）
、
荒

城
の
月
、
埴
生
の
宿　

ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
先
】

三
谷
誠
郎
☎
52
・
４
８
３
２

　八王子宮は土佐山田町北

本町２丁目に鎮座している

氏子数が香美市で最も多い

神社である。

　代々国主の崇敬厚く、祭

日には代参が派遣されたと

いう。もともと八王子宮が

鎮座されていた場所は、土

佐山田町山田（明治地区八

王子）と呼ばれ大字山田番地は、旧明治村の大部

分を占めている。野中兼山が中井川を掘るにあた

り、神意を伺って寛永１７年（１６４０）に現在の地

に遷座した。

　八王子集落東側に宮跡があり、小宮が祀られて

いる。棟札には「八王子宮社殿心柱跡　大岩鞘殿

一宇」平成４年壬申。謂書には「後土御門天皇の

文明元年（１４６９）此の地の豪族山田丹波守元義

（基義）臣下の神主野口總左衛門（寄長）に命じ、

近江国坂本乃日吉大社の分霊を勧請此の處に鎮祭。

近郷の産土神として信仰を崇める。降って山内二

代藩主忠義の頃、野中兼山が中井川開削に当たり、

井筋に障る故を以って……郷党敬仰し小社を建立

して今に尊崇する」と書かれ、稲荷神社など南側

には神官野口氏の先祖宮もある。

　文明年間（１４６９～１４８６）は応仁の乱で京で

は１０年戦乱が続き、戦国時代に突入したが、土

佐そして山田では、戦国時代に大きな戦いがなか

ったので、文化

が育ち、山田氏

は栄えた。曹洞

宗予岳寺が文正

元年（１４６６）に

開山。宝町に浄

土真宗西願寺が

文明３年（１４７

１）に開山。同じ

く伏原道場が開かれ、楠目城主山田氏（大中臣基

道）は堺・大阪の商人を通じ、対明貿易を利用し、

文化経済を支えた。

　山田氏が滅亡した１５５０年。後の長宗我部地検

帳には、八王子宮の前に　※が居り、また八王子
宮の勤行為である梅坊寺や土居屋敷、人家もあっ

たとある。

　　　　　　　　　　　　　　　（香美史談会）

※　とは漢から伝わった舞楽で８人×偶数列で踊ったとい
われ、阿波踊りに発展したようである。室町時代には踊ら

れており、土佐山田町

では神奈地　神社（神

通寺）、諏訪明神（百石

町）、賀茂大明神（加茂）

八坂神社（杉田）、藁原

神社（植）などに国主か

ら与えられた　の屋敷
と田畑があった。

◆
３
月
号
の
感
想

（
第
35
回
か
み
か
み
ク
イ
ズ
応
募
か
ら
）

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
紅
白
歌
合
戦
。

20
年
も
の
長
い
間
本
当
に
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。
私
も
今
年
聴

か
せ
て
、
そ
し
て
見
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
楽
し
い
歌
声
や

踊
り
に
時
の
た
つ
の
も
忘
れ
て

ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

◇　
　

◇　
　

◇

佐
岡
小
学
校
の
特
集
が
よ
か
っ

た
で
す
。
休
校
に
な
る
の
は
寂

し
い
で
す
が
、
在
校
生
は
片
地

小
に
行
く
こ
と
で
、
た
く
さ
ん

の
友
達
が
で
き
る
の
で
良
か
っ

た
で
す
。◇　

　

◇　
　

◇

我
が
家
で
は
、
た
ば
こ
を
吸
う

者
は
い
な
い
ん
で
す
が
、
た
ば

こ
を
吸
う
人
よ
り
周
囲
の
方
へ

の
悪
影
響
が
高
い
こ
と
に
び
っ

く
り
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
条
件
が
あ
る
と
は
い
え
、

禁
煙
治
療
に
保
険
が
使
え
る
こ

と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

▼
四
万
十
市
や
高
知
市
を
舞
台

に
し
た
ド
ラ
マ
や
映
画
が
放
映

さ
れ
、
「
香
美
市
で
も
」
と
思

っ
て
い
る
矢
先
に
、
香
美
市
の

民
家
で
映
画
の
撮
影
が
行
わ
れ

て
い
る
情
報
が
入
り
、
取
材
し

ま
し
た
。
映
画
「
0.5
ミ
リ
」
。

ヒ
ッ
ト
を
切
に
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
細
木
）

　

こ
ん
に
ち
は
、
私
は
、
パ
ー

ノ
ン
・
ラ
チ
ャ
ロ
ッ
ト
で
す
。

タ
イ
か
ら
来
ま
し
た
。
高
知
工

科
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程

基
盤
工
学
専
攻
の
２
年
で
す
。

専
門
は
、
地
震
と
津
波
の
構
造

で
す
。
趣
味
は
、
映
画
を
見
る

こ
と
と
ビ
ー
ル
を
飲
む
こ
と
で

す
。
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
は
、
サ

ッ
カ
ー
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で

す
。
辛
い
料
理
が
、
一
番
好
き

で
す
。
そ
れ
で
、
日
本
料
理
の

中
で
も
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が
一
番

好
き
で
す
。
よ
く
コ
コ
壱
番
屋

に
友
達
と
行
き
ま
す
。
私
は
平

日
、
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
と

て
も
忙
し
く
て
大
変
で
す
。
し

か
し
、
休
日
は
、
ビ
ー
ル
を
飲

む
こ
と
と
寝
る
こ
と
で
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
タ
イ
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。
タ
イ
の
首
都
バ

ン
コ
ク
は
、
に
ぎ
や
か
な
街
で

す
。
ま
ず
、
有
名
な
観
光
場
所

は
、
お
寺
や
川
や
宮
殿
な
ど
で

す
。
全
部
と
て
も
き
れ
い
で

す
。
次
に
、
タ
イ
に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
料
理
が
あ
り
ま
す
。
と

香美史

記訪探

第４６回
八王子宮跡
（土佐山田町山田）　
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パ
ー
ノ
ン
・
ラ
チ
ャ
ロ
ッ
ト　　　　　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
タ
イ
）

広報かみ平成広報かみ平成２２年２年１２月号２月号広報かみ平成２５年５月号 広報かみ平成２５年５月号２５ ２４

いち（やつら）

かなぢぎ

まつ

さや

ごつちみかど

たんばのかみ

そうざえもん

うぶすながみ

なかゆ

ひえ　　　　　　　　　　 かんじょう   　ところ

さいがんじ

みずのえさるいわれがき

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

ひ
め

く
ん

コ
ち
ゃ
ん

　今今月満月満１１～３歳３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

掲載を希望される方はお問い合

わせください。締切日は誕生月

の前月１日まで。  

      総務課☎５３－３１１２問

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

て
も
お
い
し
い
で
す
。
タ
イ
人

は
、
友
達
と
一
緒
に
パ
ー
テ
ィ

ー
を
す
る
こ
と
が
好
き
で
す
。

タ
イ
に
は
、
親
切
な
人
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
私
の
ふ
る
さ
と

は
、
南
部
に
あ
り
ま
す
。
島
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
海
が
き
れ
い

で
す
。
皆
さ
ん
、
タ
イ
に
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
、
工
科
大
楠
目
寮
に
住

ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
で
友
達
と

暮
ら
す
こ
と
が
楽
し
く
て
嬉
し

い
で
す
。
私
は
、
高
知
が
と
て

も
好
き
で
す
。
特
に
、
高
知
工

科
大
学
に
咲
い
て
い
る
桜
は
と

て
も
き
れ
い
で
好
き
で
す
。
皆

さ
ん
、
桜
が
咲
い
た
ら
、
毎
年

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
日
本
人
は
と
て
も
親

切
で
す
。
だ
か
ら
、
卒
業
し
て

か
ら
、
私
は
日
本
に
住
み
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
日
本
の
会
社

で
働
き
た
い
で
す
。

　　

(山田高校マンガ部)

主山田氏（大中臣基

対明貿易を利用し、

八王子宮跡

国道１９
５号

文

八王子宮跡八王子宮跡八王子宮跡
公民館公民館公民館

楠目小

至 

神
母
ノ
木

神
母
ノ
木

至 

神
母
ノ
木

月

月

月

掲　

示　

板

ハガキまたはEメールで①クイズの解
答②住所③氏名④昼間連絡がとれる電

話番号⑤誌面の感想または市へのご意

見を記入の上、応募してください。応

募は１人１通とさせていただきます。

■応募締切　５月３１日（金）必着

■あて先 〒７８２－８５０１（住所記載不要）

　          香美市広報委員会事務局　　

　　　　 かみかみクイズ係

　　　

【問い合わせ先】総務課　☎５３－３１１２

※当選者は誌面で発表します。

Ａ.　５月３１日は世界○○デー

Ｂ. ５月２９日から吉井勇記念館で開催す

　　る企画展「吉井勇、○○への旅衣」

全問正解者の中から全問正解者の中から
抽選で合計３名様に贈呈！抽選で合計３名様に贈呈！
全問正解者の中から
抽選で合計３名様に贈呈！

今月の賞品今月の賞品今月の賞品今月の賞品今月の賞品第 ３７３７ 回　かみかみクイズクイズ　

応
募
方
法　

第 ３７ 回　かみかみクイズ　

E

第３５回当選者　ゆずカレー＝刈谷志毛雄さん・竹村節代さん
　　　　　　　　図書カード＝島崎久代さん・井上俊一さん（応募総数３０通）

第３６回の解答　A．地域活性化　B．２３６億８３７万円　　　　　　　　
　　　　　　　　

安藤桃子監督直筆サイン入り安藤桃子監督直筆サイン入り

小説「０．５ミリ」を小説「０．５ミリ」を

２名様に！２名様に！２名様に！

解答は、今月号の誌面にあるよ。
携帯からメールで応募しよう。

や
な
せ
た
か
し

Ｃフ
ラ
フ
ラ　
フ
ラ
く
ん

姉妹都市積丹町の姉妹都市積丹町の
生ウ生ウニ　１　ニ　１　折とイクラ１ビンを折とイクラ１ビンを１名様１名様に！
姉妹都市積丹町の
生ウニ　１　折とイクラ１ビンを１名様に！

一度食べたら　一度食べたら　
やみつきになやみつきになる！る！！
一度食べたら　
やみつきになる！！

、


